
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容
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項目

共同利用施設の整備

<補正>

共同利用施設の整備

事業番号 08 04 03 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 果樹産地整備促進事業費果樹産地整備促進事業費果樹産地整備促進事業費果樹産地整備促進事業費
担

当

課

部局 農政部

２　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 H16 ～ H24

(H25繰越

219,250)

育苗施設の整備等

目指す姿

現状

課・室 園芸畜産課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail enchiku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-3　夢に挑戦する農業

生産・流通コストの低減や高品質で付加価値の高い果実の生産供給体制の確立や契約取引を推進し、果実の生産を拡大する。

実需者から付加価値をつけた出荷形態への要望が増加しているため、共同利用施設の整備が求められている。

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

果樹共同利用施設整備 補助金

100,094

合計 25,094 604,500 100,094

農産物処理加工施設、集出荷施設の整備 25,094

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 県を経由する国の補助事業のため

強い農業づくり交付金実施要領等

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

共同利用施設の整備 　１カ所

604,500

集出荷施設の整備

野菜共同利用施設整備 補助金

0<補正>果樹共同利用施設整備 補助金

0

57,188 25,094 100,094

283,044

合計（A) 714,592 383,138

予

算

額

前年度繰越 0 352,200 611,000

当初予算 714,592

補正予算 0 663,500 258,500

1,072,888 894,594

Aの

財源

714,374 1,072,694 894,547 383,091

218 194 47 47

概　算

人件費

0.40 0.40 0.40 1.00

3,327

3,269 381,508 604,500

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　■ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

事務事業の負担軽減を図るため、果樹、花き、野菜の共同利用施設整備などの国補助事業を一体化し、平成25年度から園芸産地強化

対策整備事業(予算額100,094千円）として実施する。多様化する実需者からのニーズに対応し、高品質で付加価値の高い園芸産地の生

産・供給体制の確立を図るため、集出荷貯蔵施設など共同利用施設の整備を支援する。

目標に対

する成果

の状況

ＪＡが取組む柿加工施設・乾燥包装施設整備、果樹選果施設整備の計3事業に対し国の交付金を活用し、生産・流通コストの低減や高品

質化に向けた取組みについて支援し目標を達成できた。

 概算事業費（B（A）+C） 6,596 384,811 607,803 391,396

3,303 3,303 8,258

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度


